


自己免疫性溶血性黄血の 1例

妊娠 35 週,初産婦

主訴:高度貧血(e 中毒症)

 検査の結果(含骨髄像),Hb:4.6g/タ,RBC,133×104 で,直接クームステスト・廿,

間接クームス試験も陽性(4 倍)(但し抗体の同定は不能)であり,自己免疫性溶

血性と診断され,直ちに入院。

 入院後は輸血やプレドニン投与などにより,やや改善の兆がみられたが 36 週

末分娩に至る。児は 1,840g と smon ・ for-datesbaby ではあったが,貧血は殆

ど認められなかった。


